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情報基盤システム説明会
情報基盤センター

ナレーション by⾈橋健司 .

情報基盤システム説明会を始めます。
ユーザーズガイド（2025抜粋版）を表⽰しています、
⼊⼿後に改めて復習してください。
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まず、１章です。

現在は様々な事柄がコンピュータで⽀援、サポートされています。今⽇のタイトルである情報基盤システムと
は、本学における個々のコンピュータサブシステムの総称であり、これらは相互に適切に結びついています。
また、学⽣証には「ICカード」の機能が備わっているため、学内では学⽣証のことをICカードと呼ぶことがあ
ります。なお、英語ではスマートカードと⾔います。
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名⼯⼤IDとは、いわゆるユーザID、ユーザ名のことで、名⼯⼤の情報基盤システムのユーザ名のことを名⼯⼤
IDと呼んでいます。ユーザ名とともにパスワードを⼊⼒する機会が多々あります。近年はパスワードに加えて
ワンタイムパスワードやSMS、⾳声通話を併⽤した多要素認証によりセキュリティの向上を図っています。本
学ではICカードやスマートフォンアプリによる認証を⾏っておりこれを「ICカード認証」、「スマホ電話認
証」→改名されました：「スマホ認証」と呼んでいます。（２章、特に2.1〜2.5節も参考にしてください。）

復習時には「利⽤の⼼得」のページを開いてください。先ほど説明したパスワードを含むアカウント情報や、
認証に利⽤するICカードなどは、各⾃の責任において管理してください (10)。友達が忘れたからといって安易
に貸借りできるものではありません。漏洩の上、不正利⽤された場合には、「あなた」の責任が問われます。



4

ネットワーク上においても、１⼈の⼤⼈として良識ある⾏動をしましょう (11)。部屋で⼀⼈でいると、つい
「このくらいなら・・・」と思ってしまうことも多いようです。また、コンピュータウィルスや詐欺⾏為など、
気づかないうちに「加害者」とならないように気をつけて下さい (12),(13)。この場合も「あなた」の責任が問
われます。

続いて３章です。
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教育⽤計算機システムのうち、実際に皆さんが⼿に触れて利⽤する「パソコン」は、学内各所に分散設置され
ています。

なお、20号館の2029講義室やPC-Labを利⽤するときは、20号館北側⼊⼝（21号館側）より出⼊りしてください。
また2029講義室利⽤時の男性⽤お⼿洗いは、
１階PC-Lab向かいを利⽤してください。
（⼥性⽤は２階南側にあります。）
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教育⽤端末(PC)設置場所は、基本的に、飲⾷物の持ち込みは厳禁です!!やむをえなく持ち込む場合は、鞄に⼊
れてその⼝を閉じてください。レジ袋の場合は⼝を縛ってください。決して机の上にペットボトルなどを置か
ないようにしましょう！⾃ら「飲⾷などできる状況ではありません！」とアピールしてください。

５章です。
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学⽣ポータルサイトについて。ポータルとは⽞関の意味で、情報基盤システムに関するサービスのうち、学⽣
に関するサービスはここを⼊⼝にたどり着けるように集められています。
下⽅にリンク集があります。学⽣掲⽰板のリンクがあります。

リンク集
学⽣掲⽰板リンク
↓

⼤学からの連絡は、全てこの掲⽰板を通して⾏われます。
授業期間中は１⽇１回以上、休業期間中でも週に１回程度は確認しましょう！
スマートフォンアプリも、公開されています。
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統⼀データベースとは「学内の各種情報を⼀括管理するデータベース」です。
利⽤者⾃⾝の情報を閲覧、更新できます。利⽤者の情報には⼊⼒必須の項⽬と任意の項⽬があります。
⼊⼒必須の項⽬が未更新の場合には学⽣ポータルなどへのアクセスが制限される場合がありますので
注意してください。

６章です。
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⼤学では皆さんに１⼈１つずつメールアドレスを準備しています。
⼤学からの連絡は基本的に先述の学⽣掲⽰板を通して⾏われますが、電⼦的な返答を期待される場合などには、
この学⽣メールを通じて連絡される場合もあります。掲⽰板に準じて、常に確認できるようにしてください。

最後に、７章です。
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Moodleとは、オンライン授業サポートシステムです。資料を電⼦的に配ったり、宿題を電⼦的に回収したり、
テストを電⼦的に実施したり、と様々な事柄がコンピュータを通して⾏われています。
なおMoodleでの登録は学務での受講登録と独⽴しています。
要不要に応じて授業や、授業外の講習会などを登録します。
「登録キー」は各担当の先⽣が授業時にアナウンスします。

おまけ、８章（抜粋版にはありません）の出席管理システムについて紹介します。
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ガイダンスなどでも説明がある思いますが、本学では電⼦的に授業の出席確認を⾏うシステムを導⼊していま
す。ただ、このシステムは単に授業の出⽋確認のためだけでなく、例えば授業中に災害が起こった時などに、
どこにどの程度の学⽣がいたのか、避難できていない学⽣はいないのか、などの確認への応⽤も想定していま
す。各授業の先⽣が「出⽋システムは使わない」と仰っても、打刻（時刻を打ち込む）しておいてください。
なお、成績に関連することは各先⽣に問い合わせてください。

打刻は、学⽣証を、各授業の前後に、各教室に設置されているICカードリーダに、＜ぴろり〜ん！＞と「タッ
チ」してください。先⽣が出⽋確認するだけでなく、（受講登録が完了した後であれば）リンク集の「出⽋シ
ステム」から⾃⾝の出席状況を確認することもできます。学期末に重宝する学⽣さんもいるようです（笑）。
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また、直接座席に着いた後でも打刻できる仕組みも提供しています。
各⾃のスマートフォンにインストールして、活⽤してくださいませ。
注意：資料準備時点において、近い将来にICカードリーダの廃⽌＆ピロリンアプリへの⼀本化を検討中

合わせて、アプリの名称変更の話もあり

おわり


